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お や こ で チ ャ レ ン ジ ！ 防 災 術

太白区保健福祉センタ ー 家庭健康課
住所／仙台市太白区長町南3 丁目1 -1 5

電話／0 2 2 -2 4 7 -1 1 1 1
乳幼児の事故予防ワーキングメ ンバー作成

太白区家庭健康課母子保健係

下水の逆流を 防ぐ ため、なる べく 大き いゴミ 袋

を 2 枚重ねにし て 水を 入れ、排水溝やト イ レ の

中に置いておき ます。

また、排水抑制のため、お風呂や洗濯など で の

水の使用を 控えまし ょ う 。

◉ 落ち葉などが排水溝を ふさ ぐこ と があり ます。

日頃から 落ち葉・ 排水溝掃除をし ましょう 。

◉ な る べく 町内会の清掃活動など に参加し ま

し ょ う 。 近所の方と 顔見知り にな る こ と で、

もし も の時の助け合いにつながり ます。

水害は、ある程度予測ができ る災害です。

いざと いう 時のために、情報を 集める方法や

避難の方法を 学んでおきまし ょ う 。

水害への備えの巻
子育て家族の防災インタ ーネッ ト サイト

を確認し よう
豪雨の時は、 下水が
逆流するこ と も ！

普段から の備え
～わたし たちができるこ と ～

「 ゴポゴポ」 と

音がし たら 逆流に

注意し てね！

日頃から の災害への備えが
確認できます

仙台防災ナビ

ハザード マッ プ情報

せんだいく ら し のマッ プ

● 津波・ 洪水ハザード マッ プ

● 土砂災害危険地マッ プ

● 浸水履歴マッ プ 　 を 見るこ と ができ ます。

河川の水位情報

宮城県河川流域情報システム

Eメ ールでの情報収集

仙台市内の避難情報のメ ール配信サービスで

す。「 避難情報」「 土砂災害警戒情報」「 津波情

報」 など、必要な情報を 選んで登録し ます。

＊「 消防情報」 は、市内で発生する火災・ 救助などを

　 すべて配信するので注意が必要です。

杜の都防災メ ール

仙台市の防災・ 避難情報

仙台市避難情報ウェ ブサイト

仙台市危機管理局Tw itte r



避難する時、誰に声かけするか、

誰と 一緒に避難するか、安否を誰に

連絡するかを決めておきましょう 。

だいじ なのは

「 いつ」「 どこ に」避難するかだよ 。

大雨時に避難する 場合は、 持ち 出す荷

物を 最小限に留め、 リュッ ク サッ ク を 使

用する な ど 、 両手が自由に使える よ う

にし まし ょ う 。

大雨災害は地域ごと に想定さ れる被害の規模が異なるため、

お住いの地域や自身の状況に応じ た適切な避難行動を 自主

的にと る必要があり ます。

情報収集をし て、 自分に合った避難行動を 検討し ましょ う 。

いざと いう 時のために、避難経路や水害の時には

通れなく なる道などを 確認し ておきましょ う 。

「 わが家の防災マッ プを つく ろう 」

（ 青色のリ ーフレット ）も ご覧く ださ い。

避難経路を確認し よう ！

◉ 長靴ではなく 、 運動靴など、 水を吸っても 重く なら な

い靴で避難し ましょう 。

◉ 冠水時にマンホールの蓋が外れたのに気づかず、 転

落する事故が発生し ています。 路面が見えない状態

の場所は通ら ないよう にし ましょう 。

避難する際の注意

避難所へ行く こ と がかえって危険

な場合は、 建物のなる べく 上の

階に避難（ 垂直避難） し ましょう 。

安全な場所の親戚・ 知人宅に避

難するこ と も 考え、 事前に連絡

を取り 合いましょう 。

安全でなるべく 高い
と こ ろへ避難し よう ！

乳幼児の事故予防ワーキングメ ン バー作成

太白区保健福祉セン タ ー 家庭健康課

住所／仙台市太白区長町南3 丁目1-15

電話／02 2-247 -111 1
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太白区家庭健康課母子保健係

●飲料水／1人１日あたり３ℓ ×７ 日分

●食料／常温で日持ちし 、調理不要のものを中心に

　 　 　 　 家族７ 日分。離乳食・ アレルギー対応

　 　 　 　 食は多めに。

●給水用タ ンク／運びやすく こぼれにく い。

●卓上コ ンロ・ ガスボンベ／

　 温かい食事は非常時に活力になります。

●オムツ／常に1パッ ク余分に備えましょ う 。

●ミ ルク／母乳ママも買い置きを。

家庭内の備蓄品～目安は1 週間分～

わが家のオリ ジナル持ち出し 袋

□母子健康手帳のコピー 
□健康保険証のコピー

□医療受給者証のコピー 
□運転免許証のコピー

□通帳のコピー 
 

□保険証券のコピー

□住所録のコピー　 　 　 　

□現金  
□お薬手帳 

□家族の写真

□パーソナルカード（   
 

）

□　 　 　 　 　 　 　 　 □

貴重品

□ラジオ  
□ラジオ用の電池　

□携帯電話 
□携帯電話の予備充電器 

□筆記用具

□ 
 

□

情報収集用品

□懐中電灯 
□予備電池 

□ホイッスル

□保温シート 
□使い捨てカイロ □ライフジャケット

□ 
 

□

非常ツール

□サニタリーショーツ 
□生理用ナプキン

□携帯用ビデ 
 

□ブラジャー

□旅行用基礎化粧品セット □

□ 
  □

女性に必要な 備え

□紙おむつ 
□ミルクセット 

□紙コッ プ

□スプーン 
□キッ チン用ラッ プ 

□ガーゼ

□ビニール袋 
□バスタオル 

□離乳食

□使い捨てカイロ □抱っこひも

□おもちゃ 
□おしり拭き 

□着替え

□ 

□ 

□

こ ど も に必要な備え

□ウェットティッシュ  
□ティッシュ

□マスク  
 

□簡易トイレ

□歯磨きセット 
 

□生理用品　

□応急手当用品

　（ 絆創膏・ガーゼ・消毒薬・ 体温計・ 目薬・ 手指消毒用ジェルなど）

□常備薬  
 

□　 　 　

健康衛生用品

□衣類（ 下着・上着・靴下） 
□レインコート

□ビニール袋 
 

□軍手

□紙皿 □紙コップ 
□万能ナイフ

□缶切り □栓抜き □ひも □ロープ

□キッチン用ラッ プ □新聞紙 □ガムテープ

□食料（ 1 日分） 
 

□水（ 5 00 mℓ×人数分）

□ 
  □

□

□

□

□

□

□

生活用品

「 子ども と 一緒に避難する」 と きを

具体的にイメ ージ し な がら 、

わが家に必要な 備え をかんがえ ましょ う 。

非常用持ち出し袋を

準備し よう非常用持ち出し袋を

準備し よう

子育て 家族の防 災

～日頃の事故対策にも つな げよ う ～

お や こ で チ ャ レ ン ジ ！ 防 災 術

も のを

わが家に必要な 防災グ ッ ズ

自分がいる所にはどんな危険があるのかな？まずは、 ハザード マップを 見て確認し よう！

大雨災害時の避難計画（ マイ・ タ イムライン）を作ってみよう

非常持出品の準備
□飲料水・ 食料
□保険証・ 常備薬
□衛生用品
□現金
□モバイルバッ テリ ー
□母子健康手帳

□着替え・ タ オル
□ビニール袋・ ポリ 袋
□小さ いお子さ んのおでかけ用品
　（ オムツ、 ミ ルクなど）
□懐中電灯
□眼鏡等

警戒

レベル

1

2

3

4

5

指定避難所等に避難

避難開始

自宅等周辺の災害リ スク や、自身・ 家族の状況に応じ て適切な避難行動を 選択

［ 緊急措置］屋外に出る こ と でかえっ て危険な場合は、
自宅の2 階や近隣の頑丈な高い建物等で安全確保

建物内での安全確保の目安
浸　 　 水⇒建物の2 階以上へ
土砂災害⇒がけなどの反対側、2 階以上へ

早期注意情報

大雨注意報、洪水注意報等

情報収集（ 気象・ 災害）

洪水・ 土砂災害発生のおそれ

「 高齢者等避難」発令

高齢者など避難に時間を要する方、
早期の立退き避難が必要な

区域にいる方以外

避難準備

災害発生のおそれの高まり

「 避難指示」発令

「 緊急安全確保」 発令
市内で災害発生

または切迫

避難完了

自宅等にと どまり
安全確保

安全な場所の
親戚・ 知人宅に避難

●ハザード マッ プ 警戒レ ベル1 で確認

自宅周辺の災害リ スク を 確認

　 浸水深

　 土砂災害

　 ため池

自宅が「 早期の立退き避難が必要な区域」のエリ ア内にある

　 □　 はい　 　 　 □　 いいえ

気象情報・ 避難情報 避難の準備・ 確認

●避難する場所 警戒レ ベル2 で確認

事前に避難場所や避難方法を確認

　 避難場所①

　 避難場所②

　 避難方法

　 避難に要する時間

●避難開始のタ イ ミ ング 警戒レ ベル2 で確認

□  自宅が「 早期の立退き 避難が必要な区域」のエリ ア内
にある場合

□  妊娠中の方や小さ なお子様連れの方など、避難に時間
を要する場合

□  上記以外で、自宅が洪水浸水想定区域、又は土砂災害
警戒区域等のエリ ア内にある場合

●避難情報の収集手段 警戒レ ベル2 で確認

警戒レベル3
高齢者等避難

警戒レ ベル4

避難指示

・ テレビ、 ラジオ　 ・ インタ ーネッ ト
・ 広報車　 　 　 　 　 ・ 市ホームページ

各種サイト（ 裏面）を確認してね！

事前に連絡方法や避難場所を 家族

で決めておく と 安心ですね。

普段から どう 行動するか

決めておき まし ょ う 　

災害用の備蓄は

部屋を分けて保管

する分散備蓄が

おすすめです。

子育て家庭は

こ こ で避難！

高齢者など避難に時間を要する方、
早期の立退き 避難が必要な

区域にいる方


